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とb扱いが難か しいので,余 b研究されていませんO-昨年に一次元,S-y2

の強磁性体の場合に,Fermi慣算子を用いて,超伝導における cooperpair:

を求める方法 と類似を方法で,magnon-bollnd.-stateを求め,Be,theo

結果を非常に簡単に求めることができま したが,その後そのや b方を BoS.a

演算子に適用 して,任意のス ピン,任意の次元教わ強喝性体のmagnon-bound

-stateを求めることができるようにをbました｡ 昨年はそれを更に反強磁

性に透間することを試み,碍在はその具体的表計算を-次元の場合について行

希っています｡ これは連立 した積分方程式 を解かかすれば允ら貴いので非常に

面倒ですが,反強磁性体の lI]agnOn band_の上下の外側に boun且 state

の存在が確認されつつあbますQ

その他 start Lかかっている仕事がい くつかあ りますが,結果の予想をど

をえ らそ うにい うと,大てい失敗するので,それ らにはふれ貴いことにします｡

先に番 きましたように目下研究者は石川君 と2人ですが,毎 日5時頃 tea

breakを50分位 とb,いろいろだべっていますO 話が物理に怒ると,この

breakが 1時間を越 して しま うことが よくあbます｡ 週に2日は都立大や田

辺研の人達 と一緒にセミナ リーをします｡現在は雑用 も少食 く,自分のペース

で研究を進めることがで きますことを感謝 した気特で過ごしています0

(小口武彦 )

物性物理学寛4講産 (本庄 ･高木研究室)

教 授 本庄五郎

助教授 高木 ミヱチ

助 手 八木克道,鈴木茂雄

技 官 ′j＼林国輿

当研究桑では本庄五郎教授 ,高木 ミヱ子助教授の指導の下に,電子繰回祈,

Ⅹ線回折を用いて回折結晶学的を立場かち固体物鹿の実験的研究が行をわれて

いる｡ 本庄教授の指導のもとでは,八木克道民,小林国男氏が中心になって電

子顕微鏡 (JEM150)を顧便 し,真空蒸着法に よる結晶成長の初期段階の

観察を行 なっている｡蒸着装置は普通真空 (10~5- 10T6Torr)用の もの と
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超高真空 (10~10- 10~11Torr)用のものが あb,蒸着条件の制御が出来

るo A木氏が開発 した electr′on beam flashingmethod.を用いて電顕内

･で結晶を努関 して清浄表面を作 b出し,電顕内蒸着に よるqそ-の場観察 姐を行

をい,シネフィノレムを用いて穣影 し,薄膜成長過程を研究 しているo下地結晶

としてマイカ,MgO, MoS2等を用い,蒸着物質は Au,Ag,Pd_,Q･eTe,

snTe等多種にわたる｡最近は大学院の高柳君を加え pselユd_omorphismの研

究をしてい-る｡即ち格子定数のわづかに異浸る物質を下地結晶の上に蒸着する

時,それが下地の強.h影響を うけて成長 してい く模様をモアレ及 び格子像の観

察から追求 している｡ 当研究室では電顕に加熱傾斜装置及び低温装置を組込み

巾広い温度領域で観察が可能である｡ 最近液体- リウムを用いる低温装置を作

成 し, 10K以下の.温度での観察が可能に怒った｡大学院の八 ツ穂君は低温装

置を用いて強誘電体,チタン酸バ リウムの低温瀬 (R士lOmt)Ohed.ral)の分域構

造の観察を行覆っている｡ さらに当研究室では Ⅹ線による熟散漫散乱の研究が

行濠われてきた｡ 逆格子空間内の散襲散乱の強匿分布を測定:し,その海鮮変化

か ら結晶の璃転移の様子を追求 してい くもので,石Ef3氏 (現在NEC)が永晶

のa-β転移,NaNbOtSの相転移の研究を行覆いJ,フランスの Lalnbertらの

staticをモデルと適ってフォノンモー ドに一よる散乱 として散漫散乱を解釈 し

ているO 高木助教授指導の もとでは,助手の鈴木,大学院の磯前君が強誘電体

のⅩ線による研究を行をっている｡ Ⅹ線発生装置は高木 ミヱ子助教授,高木佐

知夫教授 (東大 ),長倉繁磨助教授 (東工大,金罵)の指導の下に島津製作所

が作成 したもので,従来の発生蕉置 よbも輝密が高 く,焦点が小さ析ので高分

解能の写真韓影が可能である｡ 鈴木はラングカメラを周いて亜硝酸ソ丁ダの舟

域構造 ,特に分域の観察をおこない,分城壁の構造を研究 している｡.磯前君は

TCTSの .ワイセンベルグ写真を撮影 し,結晶構造の星埜モデjt,を再検討 してい

るo 叉大学院の峰尾君は人工水晶の碍子欠陥のラング写真を韓影 し,成長領域

別に転位の様子を調べている｡ 今迄当研究室では室温におけるⅩ線 トポグラフ

法のみを用いてきたが,.最近高温および低温のⅩ線 トポグラフ法を試みている｡

高温の方では鈴木が ,封aN02 の Tc≒ 184℃近傍の分域観察を行夜い,低温

の方 ではチオ尿素の分域構造の観察を-120C附近で試みているO 以i簡単

に研究室の紹介をV,たしま,L,冬や㍉ 回折結晶学-O知識を駆使 して固体物性の研
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究に取組んでいるのが現状です｡ 研究室の零囲気は和気 あいあいとしてい凌す

が実験装置の充実および学生数の増加に伴をいスペースが足 少をくなってきて

vbるのが悩みの種です｡ (鈴木茂雄 )

沢田-浜野研究室 (物性物理学第三講座)

わたくしたちの研究室は誘電体の研究においては伝統のある研究巷だと思って

います｡沢田教授が東大物性研から移って こられる前には,現在名大 ｡工 ･人

工結晶におられる高木 (豊)先生のグループの誘電体の研究が行夜わ丸ていま

･㍊ノた｡ 築者には沢田教授が着任 してか ら少 し経った頃か らのことし示わか bま

せ んが,昭和 57年当時か ら沢田教授が中心 と浸ってみつけた典型的夜秩序無

秩序型の禰転移をする強誘電体 NaN02の結晶育成,熱膨張,分極反転をどの

離 籍が盛んに行をわれていま したO -方,NaN92は これまで知 られていた強

誘電体の中で もっとも構造の簡単を物質で したが,沢田教授は もっと構造の簡

単を強誘電体をもみつけるべ く非常夜熱意をもっ.T指轟を していま したo その

勘 同 じく沢田教授 らによってみつけ られた強誘電体KNOぅおよ▲ぴそあ関連物

:t質の研究 も行をわれていま した｡また,同 じ講座の助教授であーった現在東工大

q一二Lq電子物理の野村先生のグルーTプではベ ロブスカイト型の複合軟化物をど

の静電的肇転移,磁気的相転移の研究が行希われていま した'O この方面におけ

るそれまでの実験的研究は磁器で行希われていましたが,野村先生は単結晶に

-よる実験の重要性を強調 し.,練馬づ くれが盛んに行希われていましたo 沢田教

授は上の研究テーマの他tlc,熱測定,高温物性にも非常を関心を''&っていて,

カ.-ギン牽発熱体とした真空炉の運転および窒化物における物性測定夜どが行

夜われていました｡

研究室が^的に現在の状態に浸ったのは野村先生が移 って後 ,昭和 4'5年秋

浜野助教授が衷茶大か らきてか らですp 浜野助教授は強誘電体におけ る分極 と

魔 子ひずみの関係を研究 してきずした｡ よb具体的には圧電泉∴奮壷を魂べる

ことですが,嫁 じめの頃は小林理研で現在電通大におられる丸竹先生あ下亨p
I ●.r

､zT磁 器の性能向上の研究を していましたが,のちに前にもあべま した強誘電

体 NaN02の圧電気の研究をしました｡ 浜野助教授はその研究で NaNO2め儀
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